
桜井義維英の

1700イチナナマルマル

ラジオ

2045 100

1700 1
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１７００ラジオの詳細は全５ページの
パンフレットになっています
右の⽮印をクリックしてください

info.momosroom@gmail.com

https://soulin2017.net/



月3回 第２、3、４、水曜日　朝5:00配信

第２水曜日は桜井が一人語りします。

テーマは２Pをご覧ください。（皆さんのご意見でテーマは変更されます）

朝5:00の配信ですが、収録は、他日に行う予定です。

月額 250円

年額 2,500円 （年払いのほうが５００円の安くなります）

（２０２４年4月1日から２０２５年３月３１日の会費となります）

4月1日以降にお申し込みいただけますようお願いします。

月額２５０円会費で３月にお申込みいただくと配信のない３月分として引き落とされてしまいます。

ここをクリックしてお申し込みください。

お申し込み方法
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【桜井義維英の1700（イチナナマルマル）ラジオ】

募集要項

なぜ有料ラジオなのか

無料のラジオは不特定多数の方がお聞きになっています。
ですから、あまり尖がった話は少ししずらいです。
もちろん日々の小さな話題をお話ししていくことも大切だと思っています。
しかし、きちんと準備して…無料のラジオも準備してはいるのですが…特定少数の方に、社会の問
題を提起し、本当に必要な行動を喚起するような話題を提供したいと思っています。
もちろん会員以外の方は聴取できません。

放送概要

第３/4水曜日は、

ゲストにお越しいただき、色々な議論を繰り広げたいと思います。
まずは第２週の私の話をもとに議論しますが、そのほかにも、その時問題に
なっている事柄など取り上げて話をしていこうと思います。

一度、納めていただいた会費はお返しできません。
年の途中で支払方法（月額/年額）を変更することはできません。

会費

モモの部屋のメンバーは、この会費は不要です。自動的にサイトがご覧いただけ、ラジオも聴取で
きます。（モモの部屋の会費に権利が含まれています。）



このラジオの狙い（まえがき）

有料の算出根拠

自然学校から、自然の中での体験活動として、地域の中での活動をしていく

1-２回 4月17日 （水） ラジオで議論

1-３回 4月24日 （水） ラジオで議論

自然体験で日本を変えろ～１

自然体験は地域を変える起爆剤となりえる。（自然体験は資源）

2-2回 5月15日 （水） ラジオで議論

2-3回 5月22日 （水） ラジオで議論

自然体験で日本を変えろ～２

全国の機動的ネットワーク（1700人のネットワーク）

3-2回 6月19日 （水） ラジオで議論

3-3回 6月26日 （水） ラジオで議論

自然体験をする団体が果たすべき役割～１

課題の解決策を提示する／新しい、組織的自然体験の姿

4-2回 7月17日 （水） ラジオで議論

4-3回 7月24日 （水） ラジオで議論

自然体験をする団体が果たすべき役割～2

都市部の自然学校の役割

5-2回 9月18日 （水） ラジオで議論

5-3回 9月25日 （水） ラジオで議論

日本を変える自然体験の組織運営

５０００万円以下でいい　生き方を考える

6-2回 10月16日 （水） ラジオで議論

6-3回 10月23日 （水） ラジオで議論

企画を考える
情報の蓄積　地域と、全国の両方

7-2回 11月20日 （水） ラジオで議論

7-3回 11月27日 （水） ラジオで議論

指導者確保～１

高校生…地域

8-2回 12月18日 （水） ラジオで議論

8-3回 12月25日 （水） ラジオで議論

指導者確保～２

大学生…地域と都市

9-2回 1月15日 （水） ラジオで議論

9-3回 1月22日 （水） ラジオで議論

（水） 人材の養成
指導者として活用した人材は社会に有用な人材に ならなくてはいけない

10-2回 2月19日 （水） ラジオで議論

10-3回 2月26日 （水） ラジオで議論

1年間のまとめ
幹事、および有志によるリレートーク

11-2回 3月19日 （水） 幹事、および有志によるリレートーク

11-3回 3月26日 （水） 幹事、および有志によるリレートーク

ここをクリックしてお申し込みください。

8-1回

6-1回

11-1回

（水）

3-1回 6月12日

7月10日 （水）

5-1回 9月11日 （水）

4-1回

12月11日

10月9日 （水）

7-1回 11月13日（水）

自然の中での体験活動（以下自然体験）の役割で日本はかわる

10-1回

（水）

２０24年度
【桜井義維英の1700（イチナナマルマル）ラジオ】

（有料放送）放送予定表

3月28日0回

（水）

（水）

（水）

9-1回 1月8日

1-１回 4月10日 （水）

2-1回 5月8日

2月12日
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3月12日 （水）



党議拘束を考える／ひとりひとりの議員の投票行動を監視しろ

ここをクリックしてお申し込みください。

追いつかない制度／座っている行政
（ライドシェア、キックボード／工事の立ち合い、地域を歩け）

道州制を考える

皆さんから、このコラムの話題を随時募集していきます。
遠慮なくご連絡ください。

１７００（イチナナマルマル）ラジオ　議論
各月の 2回目（第3水曜日）3回目（第4水曜日）

政治家の発言を考える

教育は学校教育だけではない

教育と福祉の党があってもいい

大学生のボランティア義務化

日本文化の上に立った教育制度／制度だけ輸入してもだめ

毎月一人の方をお招きして、その月の2回目、3回目の1700ラジオで議論をし
ていきます。
まずは、その月の1回目に私がお話ししたことをきっかけにお話ししますが、
そのほかにも、下記のようなことにも発展させてお話ししていきたいと思って
います。
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４，人材の養成
指導者として活用した人材は社会に有用な人材にならなくてはいけな
い

2回 ラジオで議論

3回 ラジオで議論

5，広報
名刺の共有…どぶ板…口コミ？　情報の共有

5回 ラジオで議論

6回 ラジオで議論

6，財務
単価計算をしっかりしてみよう　アピールすること

8回 ラジオで議論

9回 ラジオで議論

政治の活用
ひとりの政治家になるよりも、100人の政治家を動かせ

11回 ラジオで議論

12回 ラジオで議論

行政の活用
国家予算をつかめ（文科だけでなく）／企画を提供しろ

14回 ラジオで議論

15回 ラジオで議論

企業との連携
我田引水になるな／格好よくいるために　情報の共有

17回 ラジオで議論

18回 ラジオで議論

現場だけが職場ではない
政治家の秘書／メーカー社員／企業社員／行政職員

20回 ラジオで議論

21回 ラジオで議論

コロナ後の会議の進め方
オンラインで…コミュニケーションは文字
文章力というより、語彙力が必要

23回 ラジオで議論

24回 ラジオで議論

記録の作り方
次第が記録に　記録からタスクに　

26回 ラジオで議論

27回 ラジオで議論

2045年に向けて（あとがき）
子どもたちが、今、確かな価値観を持てるようにする

29回 幹事、および有志によるリレートーク

30回 幹事、および有志によるリレートーク

ここをクリックしてお申し込みください。

2025年度放送予定表

2025年度の
日程は未定

1回

4回

7回

10回

13回

16回

19回

22回

25回

28回
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 2017 年になり、東京五輪が開催される 2020 年
まで残り 3 年となった。
国際自然学校の創設者の佐藤氏、桜井氏らと同世
代に当たる自然学校を創設した第一世代も還暦を
向かえ,
世代交代の波が押し寄せている。
そのような転換点を迎える現在、これまで若手と
呼ばれてきた SAN の世代である 30 代半ばの職員
は中堅となり、各団体の運営を支える中核となり
つつある。

しかし、第一世代から引き継ぐべき本質（なぜやるのか。なにをすべきか。）はまだ
まだ中堅世代に正しく伝わらず、かつそれを受け取りに行くアクションを起こせない
でいる。
これらのことから、創設者である桜井氏を中心に講師を招き、受け継ぎ、これからを
担う人材を育てる場を、与えられるのではなく自らが作り出すアクションを中堅世代
で起こしていきたい。
そのアクションとして、『（仮）勉強会』を発足し、これからを担う中堅世代から熱
意、やりがい、必要性を感じるものを公募し、長期にわたり、定期的な勉強会を開催
する。また、ただ学ぶだけではなく、第一世代が担ってきた役を引き継いでいくこと
も念頭に、日々の業務だけにとどまらず、鷹の目の視点を持って活動をしていく。 

   発起人   
                                   関口・稲松・小澤

走林社中とは

2024年度の活動計画

プロジェクト モモの部屋   
 講演会 円形劇場  
 ボイスサロン 集いの広場  
 コラム カシオペイア  
 ライブ配信 作戦会議  
  地域ミーティング   
                桜井義維英の1700ラジオ   
プロジェクト 政策提言   
プロジェクト 企業連携   
プロジェクト 研究提言   
プロジェクト ジャーナル HAMON    
プロジェクト （新しい組織キャンプ（仮）） 

桜井義維英/小澤潤平/原田順一の3名が主宰する有志
による勉強会の名称です。 
2017年4月に発足しました。
2027年3月までの10年間にわたって、これからの自然
体験活動の担い手になる人材を育成します。 


